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１．実践研究の目的 

 
新学習指導要領の改訂の基本的な考え方

の中に学力の重要な３つの要素を育成するこ

とがあげられている。３つの要素とは基礎的

な知識・技能をしっかりと身に付けさせるこ

と，知識・技能を活用し、自ら考え、判断し、

表現する力をはぐくむこと，学習に取り組む

意欲を養うことである。 

学校現場の実態から考えると，学習に取り

組む子どもたちの学力の差が大きくなってい

ることを感じることが多い。それは，なかな

か埋めることができないのが現状である。そ

して，授業の中で進んで学習に取り組めるか，

なかなか学習に取り組めないかということに

も現れてきているのである。その取り組み方

の違いが学力の差として現れるのは学習意欲

の差であると考えられる。（下田，2005） 

このように子どもたちの持つ学習意欲は

学習の取り組みに影響していると考え，授業

において学習意欲を高めるにはどうすべきか

ということを中心に，学習課題に対して進ん

で取り組むことのできる力として自力解決の

場面に注目した。この研究は自力解決ができ

る力の育成とそのための児童の支援を中心に

研究するものとする。 

 

２．実践研究の方法・内容 

 

（１）実践研究の方法 

A 授業中の児童観察より，学習内容（自力

解決場面）について行けず，つまずきやとま

どいを持っている児童の実態をつかむ。学習

内容に即した支援を行うことから，学習意欲

をもって学習に臨めるような効果的な言葉か

けや支援内容がどのようなものかを探る。 

 

 B 算数科の授業研究を通して，つまずきや

とまどいを把握し，自力解決場面において，

多くの子どもが学習意欲につながるような分

かって楽しいと思えるような授業プランを工

夫する。    

図１ 自力解決場面における A と B の流れ 

 
 自力解決場面にあるつまずきやとまどいを

A 言葉かけや支援の工夫，B 自力解決過程の

工夫をすることにより，分かる感覚を味わわ

せ，学習意欲につながる流れを探る。（図 1） 

  

（２）実践研究の内容 

A 自力解決場面における児童のとまどいや

つまずきから考える対応へのヒントについて 

 

① とまどいやつまずきについて 

問題解決型の学習においては課題を把握

後に，個々で自力解決の時間をとる。この時



間に授業観察をしているとつまずきやとまど

いを感じている子どもが学級の中に何人か見

つけることができる。当然，学習の習得状況

に差があったり，学習習慣に差があったりす

ることから自力解決の力に差がどうしても出

てきてしまう。原因として考えられるのは、

つまずきやとまどいを感じている児童にとっ

て課題自体を十分に理解できないことや課題

の解き方が見通しをもってできないことであ

る。何を自分がするのかが分かっていない上

で自力解決に臨んでいるのである。そこで，

個々に課題を取り組んでいる時に基礎学力，

課題把握，自力解決の流れなどについてのつ

まずきやとまどいを拾い上げ，それに合わせ

た言葉かけ，支援をすることにより分かった

感覚を味わわせることができると考えられ，

図２のように分類した。 

図 2 とまどいやつまずきと手だての分類 

② できない感覚に対して 

できないと感じる子どもは課題に取り組

むときからできないと感じてしまうことが多

い。なぜなら，課題に取り組む時には，ある

程度学習の見通しを付けなければならないか

らである。そのため，何をしているのかを理

解できないと考えられる子どもには全体の中

での配慮が必要となり，実態を把握し，個別

に対応する。課題を確認すると理解できる場

合があるので，まず，課題を理解した上で，

次に進める手だてを考えていきたい。また，

できない感覚を解決するためには，つまずい

ているところを明らかにした上で，できてい

る所を評価する。自信を持たせるには実態に

合わせた適切な評価も必要となる。 

（中村，2008） 

③ 基礎事項の定着について 

基礎既習の事項が身についていない場合

にはそのことを把握して，指導者が個々の実

態を記録しておき，指導に生かすことが大切

である。それは既習事項を押さえていないた

めに，新しい課題に対応できないことで，学

習に取り残されてしまうからである。今，何

をすればよいのかわからないという事態に陥

った子どもに対しては，実態に合わせ，既習

事項をすぐに確認させ，課題に取り組めるよ

うな手立てが必要となる。（例ヒントカード）

中にはもっと以前に学習した基本事項を身に

着けていない子どももいる。基本事項は提示

し，課題に取り組めるような手立てが必要と

なる。 

③工夫する力について 

文章問題に取り組む時に問題にイメージ

化をするための手立てとしては，図に表す，

絵に描く，問題文に線を聞くなどがある。理

解しにくい課題は，単位量当たりの大きさな

どである。その時には図に表す，数直線に表

すなど，課題がどんなものかイメージ化でき

るように工夫する必要がある。 

学習ノートについては，書く意味について

しっかりと確認し，指導をしていく必要があ



る。ノートは計算をして，答えを書くための

ものに終わらせないようにすることが大切で

あり，学習の流れを書き，学習の振り返りな

どができるようにノートの書き方を工夫する

ことが大事である。ノートに自分の考えを書

くためには吹き出しやキャラクターなどを使

うのも有効である。課題を理解するときは課

題を解き，説明するときも言葉を理解し，言

葉を使って表現することが大切になる。式を

たて，答えを出すことができたら，次へのス

テップとして，言葉による説明を意識させる

必要がある。何をすればよいのかわからない

子どもに対しては，課題を明確にして，これ

から何をするのかの道を示す必要がある。そ

れによって学習のイメージ作りをすることが

できる。こだわりを持ち，答えを求めるとき

に公式など１つのやり方だけで，ほかのアプ

ローチができない，しない子どもがいる。そ

の時には多様な考えを出すことの意味を考え

させ，多くの考えを出して課題に対していろ

いろな方向から考えるせまることの利点を理

解させる必要がある。 

④ 授業観察から見られる児童の変容 

 とまどいやつまずきに対して言葉かけや支

援をすることによって児童の取り組みに変容

が見られるようになった。表１で見られるよ

うに「どうしたらよいかわからない，分数の

仕組みを理解する必要がある」という意欲的

ではない記述から，「自分の力で計算をしてい

た」というように進んで学習の取り組む様子

に児童の学習への取り組みが変わってきてい

る。      

表１ M さんの授業記録 

B 学習意欲につながる学習過程における自

力解決の工夫について 

① 算数科の分数のたし算の学習過程の工夫      

表 2 授業案    授業の中で課題を個々に

自力解決をして，その考

えを全体で比較検討して

考えを深める       

という過程を考えたが，

課題解決が難しい子ども

にとって自力解決すると

きに壁に当たってしまう

ことが多い。そこで，表

2 のように自力解決と比

較検討を１と２の２つ

の段階に明確に分けるこ

とにより，考える，確か

める場面を分けた。次に

子どもの思考を課題解決

の手順が明らかになるよ

うにした。子どもの思考

段階をスモールステップ

化することにより，課題

解決するときにひとつ  

ひとつ課題に実感を得ら

れ，意欲の継続が図られると考えられる。 

 

② 板書の工夫 

問題解決の考え方の流れが分かるような

板書をすることにより，課題解決の板書を見

返し，自力解決の手助けになるように提示方

法を工夫した。問題文に出てくる答えを導く

過程で違う考えである 2 つの考えを比較でき

るように表記の工夫をした。その結果学習ノ

ートにも 2 つを比較するような記述が見られ

た。また，問題を解くときに，考えるヒント

になるような考え方が出てきたときには書き

込むことにより子どもが考えるときの参考に

なっている。（図３） 

 



図３ １２／７の黒板の記録 

③ 学習ノートにみられる工夫 

学習ノートを見てみるといろいろな

的な記述が見られた。課題と考え方（説明）

を分けて記述している例が多かった。見やす

く，思考の過程が見た目で分かる

になっている。図４のように表の形に表して

いて，さらに分かりやすい例もあった。

を参考にして課題と考え方を併記し，

しをつけてその中に説明している記述も

見られた。

考え方（説明）を

①②③と順序だて

て書くことにより，

自分の考えを整理

している。

印などの解説を

ている

以上のように

習ノートに

ろな工夫が見られ

た。 

図４ 児童学習ノート 

３．考察 

 学習意欲に着目し，授業の中でつまずきや

とまどいを覚えている子どもたちに

くことで，どうすれば自力解決力

童への支援ができるかを考えてきた。

の児童観察より，学習内容（自力解決場面）

に対してついて行けず，つまずきやとまどい

を持っている多くの子どもの様子を

 

いろいろな特徴

課題と考え方（説明）

分けて記述している例が多かった。見やす

く，思考の過程が見た目で分かる学習ノート

表の形に表して

て，さらに分かりやすい例もあった。板書

課題と考え方を併記し，吹き出

している記述も             

見られた。          

考え方（説明）を

①②③と順序だて

て書くことにより，

自分の考えを整理

している。式に矢

印などの解説をし

ている。 

以上のように学

習ノートにいろい

工夫が見られ

 

の中でつまずきや

とまどいを覚えている子どもたちに視点を置

自力解決力を育て，児

ができるかを考えてきた。授業中

の児童観察より，学習内容（自力解決場面）

に対してついて行けず，つまずきやとまどい

多くの子どもの様子を担任以外

の立場から観察し，支援すること

つまずきやとまどいに適した言葉かけ，支援

する案を考え，実践することにより，

の取り組みの様子が学習

的な発言から見られるように

る。特に自力解決の場面で考える手助けにな

るようなヒントなどは子どもの自信につなが

っていた。それは個別の観察記録より，課題

を与えられても取り組めない児童が進んで課

題に取り組む姿に変わったことから

を持たせることができた

意欲につながる学習過程における自力解決の

工夫については算数科の授業において

程，板書計画を検討し，研究授業を実施した。

検証した結果，学習ノートの

の記述，学習感想などにいろいろな工夫が見

られるようになった。また，比較検討の場面

でも学習ノートを使って自分の考えを説明す

ることができるようになった。さらに子ども

につまずき・とまどいに合わせた言葉かけ，

支援と学習過程，板書などの工夫を

することにより，学習感想を見ると学習への

取り組みが変わり，算数を楽しいと感じる子

どもたちの記述が多く見られる。よって学習

意欲を高めるためには学習過程

全体への働きかけと適切な支援・言葉かけを

個に応じて働きかけることが必要であると考

える。 
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